
■この度は、 商品をお買上げいただき、ありがとうございます。

■ご使用の前に必ず本書をお読みいただき、正しい使用方法を理解してください。
誤った使用方法は、事故や故障の原因となります。
■取扱説明書は大切に保存し、必要な時にお読みください。

取 扱 説 明 書
オイルレス エアーコンプレッサー

AST-22
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1．製品仕様

２．安全上のご注意

■この取扱説明書及び本体に貼り付けたラベルには、安全に関する重要な注意事項を、 警告、 注意の
マークを使用して表現しています。製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害
を未然に防止するためのものですので、必ず守ってください。

警告 と 注意 の意味は次の通りです。

■このコンプレッサーの圧縮空気にはグリースや小さなゴミなどの不純物が混じっていますので人の呼吸用や
ペット水槽の送気用など人体や動物用には使用しないでください。
■作業場所には関係者以外は近づけないでください。特に子供は危険な行動をとることがあるので近づけない
ように注意してください。
■塗装や洗浄作業を行う場所に十分な換気が得られるように、窓や入り口を開放してください。又、引火性の
溶剤や洗浄液を使用する場合は、火気の発生源（電気機器、エアーコンプレッサー、ガソリンエンジン、火
の付いたタバコ、ストーブ、焚き火など）を塗装や洗浄作業を行う場所から引火の恐れがない所まで遠ざけ
てください。

警　告

１．エアーコンプレッサー使用上のご注意

品名／型式 エアーコンプレッサー／AM15-25 備考

電動機のサイズ 1.1kW

空気圧縮方式／潤滑方式 往復動ピストン式／オイルレスドライピストン式

周波数 60Hz 50Hz

回転数 3440rpm 2900rpm

吐出空気量 ( L/min ) 70 60 0.6MPa時

最高圧力 0.8MPa 圧力スイッチoff

再起動圧力 0.6MPa 圧力スイッチon

スターティングアンローダ 停止時吐出管減圧+アウトレットバルブ

エアータンク容量 25L

吐出口サイズ 1/4”ワンタッチクイックカプラ

定格電圧 AC100V

消費電流 7A 連続運転時

消費電力 700W 連続運転時

電源コード 1.25mm2 x 約1.8m

本体乾燥質量 24kg

本体寸法　( L x W x H ) 590 x 360 x 590mm

梱包箱寸法( L x W x H ) 600 x 290 x 680mm 車輪組立式

吐出空気量は標準大気圧（20℃、0.1MPa) に換算した値です。
性能向上などのため仕様などを予告なく変更することがあり、この表の内容が商品と異なることが
ありますのでご了承ください。

(注：0.1MPa ≒１気圧 ≒ １kgf／cm2）

取り扱いを誤った場合、死亡や重傷などの重大な結果または傷害に結び付く可能性
があります。

取り扱いを誤った場合、製品の故障や家屋・家具などの物的損害に結び付く可能性
があります。

警告

注意
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3．その他のご注意

■40℃以上の高温物には、塗料や洗浄液を吹き付けないでください。
溶剤や洗浄液が気化して引火の恐れがあります。
■塗料や洗浄液によっては、人が吸入すると有害な成分を含んでいる場合がありますので、塗料や洗浄液の
ラベルや説明書を良く読んで、その指示にしたがってください。

■圧縮空気は人の身体や動物に向かって吹かないでください。吹き出す空気の勢いは非常に強いものですので、
特に顔や目などは絶対に近づけないでください。
また、圧縮空気には水分、ゴミなどが混じっていますので有害です。
■エアー工具の最高耐圧以上の圧力で使用しないでください。
圧力が高すぎると工具が変形したり部品が飛び出したり破裂したりする恐れがあります。
■作業の時には、必ず保護メガネを着けてください。
また、作業環境によっては、保護マスク・保護帽・安全靴・耳栓なども使用してください。
■塗料や溶剤や洗浄液が目に入った時は、清潔な水で目を洗い、直に医師の手当を受けてください。
■このコンプレッサーはシングル絶縁構造です。感電事故防止のため接地（アース）してご使用ください。
尚、アース線をガス管に接続するとガス爆発の恐れがあるので絶対に接続しないでください。
また、接地と共に感電防止用漏電遮断器の設置された電源への接続をおすすめします。
■圧力スイッチおよび安全弁は規定圧力で作動するように調整済みですので、設定値を変更しないでください。
みだりに変更すると圧力が上がり過ぎて、エアー漏れしたり破裂する恐れがあります。
■このコンプレッサーは、雨や水に濡れる場所には設置しないでください。
電気製品ですから感電する恐れがあります。
■このコンプレッサーは、火気が禁じられた場所には設置しないでください。
電気接点から火花が出ますから引火する恐れがあります。

警　告

注　意
■このコンプレッサーの電源は100V単相です。起動時には定格消費電流の約3倍位の電流が必要ですので、
コンセントの電気容量が不足するとコンプレッサーが正常に回転しないことがあります。
15A以上のコンセントを使用してください。
■正常な回転をしない時は下記の事項を点検してください。
◇タンク圧力が上がらないようにドレンコックを開けたまゝで、約10分間暖機運転を行ってください。
コンプレッサーの温度が上がって消費電流が減少します。
◇コンセントがいくつかある場合は、電力メーターや分電盤にできるだけ近いコンセントを使用してください。
◇コンセントから延長コードを使用する場合は、2.0mm2以上のコードを20m以下または3.5mm2以上のコー
ドを40m以下で使用してください。コードを長くするとコンプレッサーまでの間で電圧 が下がってしまう
ので、正常に回転しないことがあります。
◇その他の電気工具をコンプレッサーと一緒に使用すると、電気容量が不足してコンプレッサーが正常に回転
しないことがあります。その時は一旦、コンプレッサーを止めて電気工具だけで使用してください。

１．電源についてのお願い

注　意
■このコンプレッサーは、壁などから30cm以上離してください。また、コンプレッサーの放熱を妨げるよう
な覆いやダンボールを被せて運転しないでください。空気冷却式ですから風通しが悪いと過熱する恐れがあ
ります。
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２．エアー工具使用上のご注意

3．エアー工具の選定について
コンプレッサーの能力よりもエアー工具の空気消費量が多いと作業が順調にはできなくなります。
下表を目安にエアー工具を選定してください。
尚、この表は一応の目安ですので、エアー工具によってはこの表の通りにならないことがあります。

エアー工具選定（目安）表

(注：0.1MPa ≒１気圧 ≒ １kgf／cm2）

注　意
■エアーインパクトレンチ、エアーラチェットレンチ、エアー釘打機、エアータッカー、エアードリル、エア
ーグラインダーなどのエアー作業工具を使用される場合は、潤滑オイルの注油を忘れずに 行ってください。
注油を怠ると、エアー作業工具が焼き付くことがあります。
詳しくは、エアー工具の取扱説明書を良く読んでその指示に従ってください。
■エアーダスター使用の際に、吹き付け対象物に水分、ゴミなどが付着してはいけない場合は、エアー配管
の途中に空気清浄器を設置して、吹き付け空気をきれいにしてください。

■スプレーガン塗装作業の際は、エアー配管の途中に空気清浄器を設置して、このコンプレッサーの圧縮空
気に含まれている水分、ゴミなどを除去してください。
■スプレーガン塗装作業の後は必ずスプレーガンを塗料指定のうすめ液で洗浄してください。洗浄を怠ると、
スプレーガン内部の通路に残った塗料が固まってスプレーガンが使用できなくなります。
詳しくは、スプレーガンの取扱説明書を良く読んでその指示に従ってください。

エアーコンプレッサー AM15-25 AA15-30 AB20-30 備考AC15-30

電動機のサイズ（kW) 1.1 1.1 1.5

最高圧力　　（MPa) 0.8 0.8 1.0

再起動圧力　（MPa) 0.6 0.6 0.8

吐出空気量　（60-50Hz)
70-60 78-65 125-105 0.6MPa時

（L/min) 大気圧換算値

エアータンク容量（L） 25 30 30

釘打機（丸釘50mm) △ △ △ コイル状

釘打機（化粧釘50mm) ◎ ◎ ◎ 板状

タッカー ◎ ◎ ◎

エアーダスター ◎ ◎ ◎

タイヤ空気入れ △ △ ◎

エンジンクリーナー △ ◎ ◎

インパクトレンチ（3/8”） △ △ △

インパクトレンチ（1/2”） △ △ △

小型スプレーガン ◎ ◎ ◎ 塗料容器　 300mL程度

中型スプレーガン △ ◎ ◎ 塗料容器　 600mL程度

大型スプレーガン × × △ 塗料容器　1000mL程度

エアードリル（3/8”） △ △ △

エアードライバー（3/8”） △ △ △

エアーディスクグラインダー（5”） △ △ △

エアーベルトサンダー △ △ △

仕
　
　
様

エ
　
　
ア
　
　
ー
　
　
工
　
　
具

◎：連続使用　／　△：断続使用　／　×：使用困難

SK-11
ε-Value
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1. 組立て

2. 日常点検

4．各部のなまえ

5．ご使用方法

4: アウトレットバルブ
16: エアークリーナー
20: モーターカバー
22: エアータンク
31: アース端子
39: チェック弁
43: 圧力スイッチ

43-1: 運転スイッチ
自動（AUTO）／切（OFF）

45: 安全弁
49: 取り出し圧力調整器
50: 空気取り出し口

（クイックカプラ／メス）
53: リセットボタン　　　　　

（サーキットプロテクター）
69: ドレンコック(エアータンクの下側)
70: タンク内圧力計
71: 取り出し圧力計

付属部品
23: 車輪　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２個
24: 車軸ボルト　　　　　　　　　　　　　　 ２個
68: クイックカプラ（オス／ホースジョイント）１個
75: 取扱説明書（保証書付き） １冊

注）23:車輪は中央軸受部分が出っ張っている方をタンク側に向けて取付けてください。

・付属の車輪を車軸ボルトで本体に２個ともスパナなどでしっかりと取り付けます。車輪には裏表があります
ので中央軸受部分が出っ張っている方をタンク側に向けてください。

警　告
■点検・整備の際は、必ず電源プラグをコンセントから抜き、エアータンクの圧力を開放してください。
モーターが急に廻り出したり、外した部品が吹き飛ばされたりする恐れがあります。

延長コードのサイズ（導体の公称断面積） 2.0mm2 3.5mm2

延長コードの長さ 20m以下 40m以下

（1）電源は、AC100V, 60-50Hz, 15A以上のコンセントですか。また、延長コードはなるべく使用しない
でください。止むを得ず使用する場合は下記を目安としてください。

コードリールはコードを全部引き出してください。コードを巻いたままでは電気容量不足となりコンプレ
ッサーが正常に回転しないことがあります。
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警　告
■吹き出したエアーが身体や顔に掛からないように、吹き出し穴の方向などに注意して身体を近づけないよう
にしてください。

注　意
■コンセントの電気容量が不足すると正常に回転しなかったり、モーター保護のためリセットボタンが飛び
出してモーターが停止することがあります。この時は、十分な容量のコンセントに変更してください。
リセットボタンはモーターが冷えてから押し込んでください。
■コンセントを変更せずに、何回もリセットボタンを飛び出させると、サーキットプロテクターが故障する
ことがあります。

用途・エアー工具　　　　　　　　　　　　 調整圧力（MPa)
コーキングガン、ゴムボートなどの空気入れ　　　　　　　　　　　　　　　　　 0.1
エアーブラシ、自動車タイヤの空気入れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0.2
塗料スプレー、薬剤スプレー、自動車タイヤの空気入れ　　　　　　　　　　　　 0.3
エアーダスター、エンジンクリーナー、エアータッカー、釘打ち機　　　　　　　 0.4
自転車タイヤの空気入れ、エンジンクリーナー、エアータッカー、釘打ち機　　　 0.5
フィルターなどの掃除、エアータッカー、釘打ち機　　　　　　　　　　　　　　　 0.6

・つまみのすぐ下にあるリングナットはつまみの廻り止めです。 圧力調整後、反時計廻りに廻してつまみに
軽く締め付けておきます。

（2）各締め付け部が緩んでいませんか。異常な音や振動はありませんでしたか。緩んでいたら増し締めします。
（3）設置場所は平らでコンプレッサーは安定していますか。振動で移動する恐れはありませんか。
（4）エアータンク内に水が溜まっていませんか。

ドレンコックを反時計廻りに１～２回ゆるめて排水してください。
（5）電源コードの絶縁被覆が傷ついたり、溶剤などで侵されていませんか。損傷がひどい場合は、お買い上

げの販売店へ修理を依頼してください。

3．運転

（1）運転スイッチを「切（OFF）」(レバー上向き）にし、ドレンコックを「開」
（反時計廻りに１～２回ゆるめる）にします。

（2）コンプレッサーの電源プラグをコンセントに差し込み、運転スイッチを
「自動（AUTO）」（レバー水平）にするとモーターが始動します。

（3）ドレンコックを「閉」（時計廻りに締め付ける）にして、タンクに
エアーを貯蔵します。

運転スイッチ

安全弁

(4）タンク内圧力が約0.8MPaになると、圧力スイッチが働いてモーターが停止します。
(注：0.1MPa ≒１気圧 ≒ １kgf／cm2）

（5）安全弁のリングを引っ張るとエアーが放出され、離すとしばらくして放出が止まることを確認します。

（6）取り出し圧力の調整を行います。
（タンク内圧力より高くすることはできません。）

・取り出し圧力調整器のつまみを、
「L」方向（反時計廻り）に廻すと取り出し圧力が低くなり、
「H」方向（時計廻り）に廻すと取り出し圧力が高くなります。

・取り出し圧力計をみながら、使用するエアー工具に適した圧力に調整します。
・次の表を目安に、エアー工具に合わせて調整してください。尚、この表は
一応の目安ですので、実際には使用するエアー工具の指定圧力に合わせてください。

つまみ
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6．保守・点検

警　告
■運転中は空気の圧縮熱のため、シリンダーヘッド、シリンダー、吐出管などは高温になっていますので注意
してください。

警　告
■クイックカプラーの接続を解除する時、ホース内圧の反動でホースが飛び跳ねることがあります。
ホースをしっかりと保持してからクイックカプラーの接続を解除してください。

（9）コンプレッサーが連続運転しているのにタンク内圧力がエアー工具に適した圧力以下にさがってしまう
場合は、エアー消費量がコンプレッサーの能力以上になっていますので、エアー工具を能力の低いもの
に交換するか、使用する時間を短くして断続使用してください。

4．停止
（1）運転スイッチを「切（OFF）」（レバー上向き）にします。
（2）コンプレッサーの電源プラグの成形部を持ってコンセントから引き抜きます。
（3）ドレンコックを「開」（反時計廻りに１～２回ゆるめる）にして水抜きと共にエアータンク圧力を開放

します。

5．長期保管
（1）長期間使用しない場合は、ドレンコックを「開」（反時計廻りに１～２回ゆるめる）にしてタンク内の

水を抜きます。
（2）ドレンコックを「閉」にし、コンプレッサー、エアータンクの外部をオイルのしみた布で清掃します。
（3）ビニールカバーなどのホコリ除けを被せて、ホコリや湿気の少ない所に保管します。

注　意
■エアータンク内に溜まった凝縮水はその日のうちに抜いてください。
水抜きを怠りますと、タンク内に蓄積されてタンクの容量が減少します。

■運転スイッチ以外でコンプレッサーを停止させないでください。
分電盤のスイッチや電源プラグの引き抜きなどで停止させると、次回運転時にスターティングアンローダが
作動せずに正常に回転しないことがあります。

（7）空気取り出し口（クイックカプラ／メス）にエアー工具を付けたエアーホースを接続します。
（8）これで、圧力スイッチの働きにより、タンク内圧力が約0.8MPaでモーターが停止し、タンク内エアー

を消費してタンク内圧力が約0.6MPaに下がるとモーターが再起動して、コンプレッサーは自動的に
ON-OFF運転を行います。

警　告
■点検・整備の際は、必ず電源プラグをコンセントから抜き、エアータンクの圧力を開放してください。
モーターが急に廻り出したり、 外した部品が吹き飛ばされたりする恐れがあります。

◎エアークリーナーのエレメントの清掃
・エアークリーナーのエレメントが粉塵などで汚れていないか、運転50時間に１回位、モーターカバーを外
して、クリーナーカバーを外し、エレメントを点検します。
（クリーナーカバー取外し溝にマイナスドライバーなどを入れてこじ開けます。）
・汚れていたらエレメントを外して石鹸水で洗浄後固く握って水を切り、良く乾かしてから元通りに組み付
けます。汚れがひどい場合はエレメントを交換します。
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7．故障かな？と思ったら

こんなときには 調べるところ 直しかた

●モーターが回らない。 ●電源プラグが外れていないか。 ●電源プラグをコンセントに差し込む。

●コンセントのブレーカーが切になって ●ブレーカーを入にする。

いないか。 ●ブレーカーの容量は15A以上か。

不足していたらコンセントを変更する。

●運転スイッチが切になっていないか。 ●運転スイッチを自動にする。

●リセットボタンが飛び出していないか。 ●コンセントの電気容量不足です。なるべく電

力メーターに近い15A以上のコンセントに変

更してからリセットボタンを押し込む。

●延長コードの細すぎ又は長すぎです。

2mm2は20m以下、

3.5mm2は40m以下にする。

●コードリール使用時はコードを全部引き出す。

●運転スイッチ以外でコンプレッサーを ●運転スイッチを一旦切にしてから自動に戻す。

停止させていないか。

●エアータンク内の圧力が、約0.6MPa ●これは異常ではありません。

以上ではないか。 圧力スイッチ作動中です。約0.6MPa以下に

なれば自動的に再起動します。

●エアータンク内の圧力が ●安全弁からエアーが漏れていないか。 ●ゴミ噛みかも。リングを引いてエアーを出し、

最高圧力まで上がらずにモー ゴミを飛ばしてみて、だめなら安全弁を交換する。

ターが廻りっぱなしになる。 ●ねじ接続部からエアーが漏れていないか。 ●増締め、又は、シールテープ交換修理する。

●エアークリーナーエレメントは汚れて ●エアークリーナーエレメントを清掃する。

いないか。 汚れがひどい時は交換する。

●ドレンコックが緩んでいないか。 ●ドレンコックを閉める。

●アウトレットバルブからエアーが漏れて ●ドレンコックを閉める。

いないか。

●約0.7MPaまで上がるが、その後なか ●シリンダー、ピストンの磨耗です。

なか上がらないか。 修理を依頼する。

但し、修理費は高価です。

●エアータンク内の圧力が上 ●圧力が下がってモーターが廻り始めると ●チェック弁を分解掃除する。

がってモーターが止まると エアー漏れが止まるか。 ●チェック弁を交換する。

圧力スイッチからエアーが

漏れる。

故障かな？と思った際は、まず、修理を依頼する前に次の点をお調べください。

(注：0.1MPa ≒１気圧 ≒ １kgf／cm2）
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8．分解図・部品表

AM15-25分解図
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AM15-25 部品表　

注
：
部
品
番
号
が
空
欄
の
も
の
は
部
品
供
給
致
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

見
出

部
品
番
号

名
称

個
数

番
号

3
6
 

1
8
0
G
0
6
3
0
ボ
ル
ト

4
 

3
8
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
4
4
0
7
平
座
金

4
 

3
9
 

P
U
2
4
1
4
0
3
6
チ
ェ
ッ
ク
弁
A
ss
y

1
 

4
0
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
4
7
0
4
ア
ン
ロ
ー
ダ
エ
ル
ボ

1
 

4
1
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
9
8
8
4
ア
ン
ロ
ー
ダ
パ
イ
プ
セ
ッ
ト

1
 

4
2
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
9
8
9
1
吐
出
管
セ
ッ
ト

1
 

4
3
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
8
4
6
7
圧
力
ス
イ
ッ
チ
(8
k)
T

1
 

4
4
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
8
5
1
1
ブ
ッ
シ
ュ

2
 

4
5
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
4
0
9
4
安
全
弁
(8
k)

1
 

4
7
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
6
2
3
4
ニ
ッ
プ
ル

1
 

4
9
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
6
2
4
1
圧
力
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
(右
出
口
)

1
 

5
0
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
7
9
3
4

ワ
ン
タ
ッ
チ
カ
プ
ラ
1
/4
"(
オ
ネ
ジ
P
T
)
1
 

5
1
 

2
E
0
2
-1
T
2
0
3
8
2
Y
1
B
モ
ー
タ
ケ
ー
ブ
ル

1
 

5
2
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
8
4
7
4
電
源
ケ
ー
ブ
ル

1
 

5
3
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
9
9
1
4
サ
ー
キ
ッ
ト
プ
ロ
テ
ク
タ
(8
A
)

1
 

5
5
 

P
U
2
4
3
9
0
0
4
シ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

4
 

5
7
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
5
8
1
7
ラ
ベ
ル
(ア
ー
ス
記
号
)

1
 

5
8
 

--
--
--
--
  
ラ
ベ
ル
(M
F
G
.N
O
.)
A
M
1
5
-2
5
1
 

6
0
 

9
0
2
5
3
-9
5
1
ラ
ベ
ル
(オ
イ
ル
レ
ス
)前

1
 

6
1
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
7
8
5
9
ラ
ベ
ル
(A
u
to
/o
ff
)

1
 

6
4
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
6
3
0
2
ラ
ベ
ル
(リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
)

1
 

6
6
 

9
0
1
9
8
-9
5
7
ラ
ベ
ル
（
警
告
）

1
 

6
8
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
5
2
7
5

コ
ネ
ク
タ
ー
1/
4"
U
(ホ
ー
ス
ジ
ョ
イ
ン
ト
)

1
 

6
9
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
2
4
0
5
0
1
2
ド
レ
ン
コ
ッ
ク
(ね
じ
式
)

1
 

7
0
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
9
9
2
1
圧
力
計
(大
)1
.4
M
P
a

1
 

7
1
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
9
9
3
8
圧
力
計
(小
)1
.4
M
P
a

1
 

7
2
 

4
5
7
0
3
-9
5
3
ラ
ベ
ル
(A
M
1
5
-2
5
)

1
 

7
3
 

4
5
7
0
3
-9
5
2
ラ
ベ
ル
(ス
ペ
ッ
ク
/A
M
1
5
-2
5
)
1
 

7
4
 

4
5
7
0
0
-9
5
5

タ
グ
(エ
ア
ツ
ー
ル
/A
A
1
5
､A
B
2
0
)
1
 

7
5
 

4
5
7
0
3
-9
9
4
取
扱
説
明
書
(A
M
1
5
-2
5
)

1
 

見
出

部
品
番
号

名
称

個
数

番
号 1
 

P
U
3
1
0
1
0
6
0

シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド

1
 

2
 

P
U
2
B
0
1
-M
0
6
*0
8
0

ボ
ル
ト
(六
角
穴
)

4
 

3
 

4
6
1
F
0
6
0
0

バ
ネ
座
金

8
 

4
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
7
9
8
9

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
バ
ル
ブ

1
 

5
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
4
7
1
1

吐
出
エ
ル
ボ

1
 

6
 

P
U
2
G
0
1
-0
2
3

パ
ッ
キ
ン
、
シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド

1
 

7
 

P
U
3
B
1
1
-A
9
0
0
0

吐
出
弁
A
ss
y

1
 

8
 

P
U
2
G
0
3
-0
1
7

パ
ッ
キ
ン
、
弁
シ
ー
ト

1
 

9
 

P
U
3
2
0
1
0
6
5

シ
リ
ン
ダ
ー

1
 

1
0
 

P
U
3
B
3
-A
9
0
0
0

ピ
ス
ト
ン
セ
ッ
ト

1
 

1
1
 
P
U
2
N
3
5
-6
2
0
2
Z
Z
C
3

ボ
ー
ル
ベ
ア
リ
ン
グ

1
 

1
2
 

P
U
2
N
4
2
-S
1
5

サ
ー
ク
リ
ッ
プ

1
 

1
3
 

P
U
3
3
0
4
0
7
9

ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト

1
 

1
4
 

--
--
--
-
ク
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス

1
 

1
5
 

P
U
2
G
0
7
-0
0
9

パ
ッ
キ
ン
、
フ
ロ
ン
ト
カ
バ
ー

1
 

1
6
 

P
U
2
1
4
0
0
2
2

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
A
ss
y

1
 

1
7
 

P
U
2
1
4
2
0
1
4

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
ー
エ
レ
メ
ン
ト

1
 

1
8
 

2
2
0
B
0
5
1
4

ナ
ベ
コ
ネ
ジ

5
 

1
9
 

P
U
2
3
3
6
0
2
3

フ
ァ
ン

1
 

2
0
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
9
8
7
7

モ
ー
タ
ー
カ
バ
ー

1
 

2
1
 

2
4
1
B
0
5
1
0

ナ
ベ
コ
ネ
ジ

6
 

2
2
 

--
-
エ
ア
ー
タ
ン
ク

1
 

2
3
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
6
1
4
2

タ
ン
ク
ホ
ィ
－
ル

2
 

2
4
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
6
4
0
1

ボ
ル
ト

2
 

2
6
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
6
1
6
6

ロ
ッ
ク
ナ
ッ
ト

2
 

2
7
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
4
7
6
6

ア
イ
レ
ッ
ト

2
 

2
8
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
4
1
8
6

ダ
ン
パ
ー

2
 

2
9
 

4
1
1
B
0
5
0
0

平
座
金

2
 

3
1
 

9
2
0
0
9
-2
2
6
8

ス
ク
リ
ュ
ー

1
 

3
2
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
6
2
8
9

平
座
金

1
 

3
3
 

4
6
4
H
0
5
0
0

歯
付
座
金
(外
歯
)

1
 

3
4
 

4
9
3
0
3
4
5
 1
0
4
1
7
9

ハ
ン
ド
ル
グ
リ
ッ
プ

1
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東　京　支　店 ：〒333-0842 埼玉県川口市前川3丁目19-9 Tel:048-268-3939(代） Fax:048-268-9191
札 幌 営 業 所 ：〒003-0002 札幌市白石区東札幌2条5丁目2の1山忠ビル Tel:011-841-6007(代） Fax:011-841-7139
仙 台 営 業 所 ：〒984-0038 宮城県仙台市若林区伊在字東通り44-1 Tel:022-287-5739(代） Fax:022-287-5766
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